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富山県野積川流域の森林構造
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Forest structures of Nozumi River basin located in Yatsuo-machi were investigated by the quadrat 

method in 2018.    A survey of stem girth at breast height, tree height, size of canopy, location of 

tree and identification  of species for all trees of 2m or more in height in each quadrat was carried 

out    (1)  In Odamo stand on northwestern slope of Mt. Sofudake  (800m in altitude),  total basal 

area(BA) was 35.2㎡/ha.  Fisher's values of the coefficient of diversity (α) and tree density were 8.1 

and 1450 trees/ha, respectivery.  The most dominant species was Fagus crenata, because its BA was 

14.2㎡/ha and its occupied 40% in all.  (2) In Katsurahara stand near Mt. Sofudake summit (820m), 

total BA was 109.5㎡ /ha.  The most dominant species was Cryptomeria japonica, because its BA 

was 89.8㎡ /ha and its occupied 82% in all.   Fisher's values(α) and tree density were 6.7 and 1880 

trees/ha.  (3) In the forest near the intake port at Ryoushigahara (460m), total BA was 53.6㎡/ha.  

The most dominant species was Zelkova serrata, because its BA was 31.4㎡/ha and its occupied 59% 

in all.  Fisher's values(α) and tree density were 4.4 and 750 trees/ha.  (4) In the forest on the left side 

of the Nozumi River at Ryoushigahara (320m), total BA was 9.7㎡/ha.  The most dominant species 
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はじめに

　野積川は流域面積59.6㎢、全長約20㎞の一級河

川であり、源を白木峰に発し、谷折川と布谷で合

流し仁歩川を西葛坂で受けて高熊で室谷川に合流

する。野積川流域の 6 地点で森林群落構造を調査

したので、その結果を報告する。

調査地点と調査方法

　野積川流域と調査地点を図 1 に示した。

　調査地点は、祖父岳山頂から谷折側登山道を50

ｍほど下った地点の北西斜面（八尾町大玉生）、

祖父岳頂上付近桂原ルート登山道沿い（八尾町桂

原）、猟師ヶ原取水口付近の右岸（八尾町猟師ヶ

原）、野積川左岸（野積川左岸）、祖父岳桂原登山

口（八尾町桂原）および八尾町水口に設けた。

都道府県別メッシュマップ16富山県（環境庁，

1997）の三次メッシュは、祖父岳北西斜面、頂上

付近および桂原登山口は5437－5099、取水口右岸

は5437－5171、野積川左岸は5437－6100、八尾町水

口は5437－6150であり、これらのメッシュについ

て気象庁（2002）のメッシュ気候値をもとに吉良

ら（1976）の暖かさの指数（WI）と寒さの指数（CI）

を算出し表 1 にまとめた。

　森林群落の調査は、2018年 6 月24日、   7 月 1 日、

 9 月30日に行った。毎木調査は、樹高 2 ｍ以上の

木を対象に方形区（20ｍ×20ｍ）内の位置、胸高

直径、樹高（目測）、樹冠の大きさ（目測）を計

測した。祖父岳頂上付近の林分については、登山

道に沿って50ｍの巻尺（Ｙ軸）を伸ばし、Ｙ軸の

左右 5 ｍ以内の樹木について胸高直径、樹高（目

測）、樹冠の大きさ（目測）を計測した。林床の

10～15ヶ所で魚眼レンズを用いて林冠方向を撮影

し、その映像からCanopOn2（画像解析ソフト）

を用いて空隙率を算出した。樹木の分布構造は

Morishita（1959）のIδ法を用いた。種多様性

指数はフィッシャーのα値（Fisher et al., 1943 ） 

を用いた。

結果および考察

１　祖父岳北西斜面ブナ林の森林構造

　林分の立地を表 1 に、構造の概要を表 2 に示し

た。林内の写真を写真Ａに、林床から樹冠方向を

魚眼レンズで撮影した写真を写真Ｂに示した。出

現した種ごとの密度、基底面積合計、樹冠面積合

計、樹冠面積合計等は表 3 、林床の植物は表 4 に

was Juglans mandshurica var. sachalinensis, because its BA was 8.6㎡/ha and its occupied 89% in 

all.  Fisher's values(α) and tree density were 1.5 and 750 trees/ha.  (5) In Katsurahara stand near 

the Mt. Sofudake mountain entrance (620m), total BA was 75.0㎡/ha.  The most dominant species 

was Cryptomeria japonica, because  its BA was 74.5 ㎡ /ha and its occupied 99% in all.   Fisher's 

values(α) and tree density were 1.8 and 675 trees/ha.  (6) In Mizuguchi stand (190m), total BA was 
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tree density were 4.4 and 750 trees/ha. (4) In Japanese walnut forest on the left side of the 
Nozumi River at Ryoushigahara (320m), total BA was 9.7 ㎡/ha.  The most dominant species was 
Juglans mandshurica var. sachalinensis, because its BA was 8.6 ㎡/ha and its occupied 89% in all. 
Fisher's values(α) and tree density were 1.5 and 750 trees/ha. (5) In Katsurahara stand near the 
Mt. Sofudake mountain entrance (620m), total BA was 75.0 ㎡/ha.  The most dominant species 
was Cryptomeria japonica, because its BA was 74.5 ㎡/ha and its occupied 99% in all. Fisher's 
values(α) and tree density were 1.8 and 675 trees/ha. (6) In Mizuguchi stand (190m), total BA 
was 69.4 ㎡/ha.  The most dominant species was Quercus serrata, because its BA was 57.5 ㎡/ha 
and its occupied 68% in all. Fisher's values(α) and tree density were 11.6 and 2000 trees/ha. 
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はじめに 

野積川は流域面積 59.6km2、全長約 20km の

一級河川であり、源を白木峰に発し、谷折川と

布谷で合流し仁歩川を西葛坂で受けて高熊で室

谷川に合流する。野積川流域の 6 地点で森林群

落構造を調査したので、その結果を報告する。 
 

調査地点と調査方法 

野積川流域と調査地点を図 1に示した。 

調査地点は、祖父岳山頂から谷折側登山道を

50m ほど下った地点の北西斜面（八尾町大玉生）、

祖父岳頂上付近桂原ルート登山道沿い（八尾町

桂原）、猟師ヶ原取水口付近の右岸（八尾町猟師

ヶ原）、野積川左岸（野積川左岸）、祖父岳桂原

登山口（八尾町桂原）および八尾町水口に設け

た。都道府県別メッシュマップ 16 富山県（環境

庁，1997）の三次メッシュは、祖父岳北西斜面、

頂上付近および桂原登山口は 5437-5099、取水

口右岸は 5437-5171、野積川左岸は 5437-6100、

八尾町水口は 5437-6150 であり、これらのメッ

シュについて気象庁（2002）のメッシュ気候値

をもとに暖かさの指数（ＷＩ）と寒さの指数（Ｃ

Ｉ）を算出し表 1にまとめた。 

森林群落の調査は、2018 年 6 月 24 日、7月 1

日、9 月 30 日に行った。毎木調査は、樹高 2m

以上の木を対象に方形区（20m×20m）内の位置、

胸高直径、樹高（目測）、樹冠の大きさ（目測）

を計測した。祖父岳頂上付近の林分については、

登山道に沿って 50m の巻尺（Y軸）を伸ばし、Y

軸の左右 5m 以内の樹木について胸高直径、樹高

（目測）、樹冠の大きさ（目測）を計測した。林

床の 10～15 ヶ所で魚眼レンズを用いて林冠方

向を撮影し、その映像から CanopOn2（画像解析

ソフト）を用いて空隙率を算出した。樹木の分

布構造は Morishita(1959)のＩδ法を用いた。種

多様性指数はフィッシャーのα値（Fisher et 

al.,1943, 伊藤秀三・宮田逸夫，1977）を用いた。 
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図１ 野積川流域森林群落の調査地点 

 

図 1　野積川流域森林群落の調査地点
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表 1　野積川流域で調査した森林群落の立地

表 2　野積川流域で調査した森林群落の概況

示した。

　出現種数（Ｈ≧ 2 ｍ）は17種で、種多様度指数

（フィッシャーのα値）は8.1であった。

　立木密度は1450本/haであった。最も密度が高

い樹種はキブシ（350本/ha）で、次にマンサ

ク（250本/ha）であった。

　基底面積合計は35.2㎡/haで、最も大きい基

底面積を示した樹種はブナ（14.2㎡/ha）で、基

底面積合計に占める割合は40.2%であった。次い

でアカイタヤ（5.8㎡/ha；全体に占める割合＝

16.6%）、キハダ（4.5㎡/ha；12.7%）であった。

このことから、祖父岳北西斜面の林分の優占種は

ブナであると判断した。

　樹冠面積合計は1.61 ha/haで、最も大きい樹

冠面積を示した樹種はブナで（0.71 ha/ha；全体

に占める割合＝44.1%）、次いでアカイタヤ（0.30 

ha/ha；18.6%）、キハダ（0.20 ha/ha；12.2%）

であった。12か所で測定した空隙率は7.9～13.9

で、平均値は10.5%であった。

　調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

樹木の分布様式をIδ法により解析した結果、マ

ンサクは集中分布を示した。

　樹高階級別樹冠面積の分布を図 3 に、林分の断

面模式図を図 4 に示した。樹冠の高さは21ｍであ

り、亜高木層は発達していなかった。樹冠の構

成種はブナ、アカイタヤ、キハダであった。高木

層が占める樹冠面積合計は1.21 ha/haであった。 

1 ha/haを上回り、樹冠構成種により林冠が閉鎖

されていると考えられた。低木層は、キブシ、ヤ

マモミジ、マンサクなどで、樹冠面積合計は0.40 

ha/haであった。

　林床植物を表 4 に示した。植被率は30%で、モ

ミジハグマ、テンニンソウ、ヤマアジサイの被度

が大きかった。林冠を構成するブナの実生が見ら

れたため、ブナによる更新が可能な林分と推測さ

れた。

２　祖父岳頂上付近におけるスギ林の森林構造

　林分の写真を写真ＣとＤに示した。

　出現種数は14種で、α値は6.7であった。

　立木密度は1880本/haであった。最も密度が高

い樹種はスギ（680本/ha）で、次にコハウチワ

カエデ（240本/ha）であった。

　基底面積合計は109.5㎡/haで、最も大きい基

底面積を示した樹種はスギ（89.8㎡/ha）で、基

底面積合計に占める割合は40.2%であった。次い

でブナ（6.5㎡/ha；5.9%）、ゴヨウマツ（3.9㎡/

ha；3.6%）であった。このことから、祖父岳頂

上付近の林分の優占種はスギであると判断した。

　樹冠面積合計は2.20 ha/haで、最も大きい

表 1  野積川流域で調査した森林群落の立地 

祖父岳北西斜面(八尾町大玉生） 2018.6.24 N36°29′5786″ E137°06′4782″ 5437-5099 79.6 -20.1 800 20×20 N 35

祖父岳頂上付近（八尾町桂原） 2018.6.24 N36°29′5563″ E137°06′5037″ 5437-5099 79.6 -20.1 820 5×50 S40W 12-20

右岸取水口（八尾町猟師ヶ原） 2018.7.1 N36°28′5218″ E137°08′1868″ 5437-5171 79.3 -20.3 460 20×20 S70W 25-32

野積川左岸（八尾町猟師ヶ原） 2018.7.1 N36°30′1873″ E137°07′5823″ 5437-6100 89.6 -14.2 320 20×20 N70E 2

祖父岳桂原登山口付近（八尾町桂原） 2018.7.1 N36°29′4279″ E137°07′0624″ 5437-5099 79.6 -20.1 620 20×20 N80E 15

八尾町水口 2018.9.30 N36°32′5554″ E137°07′4611″ 5437-6150 96.2 -10.5 190 20×20 S10E 10-30

調査日調査地点
斜面
方向

調査面積

（m2）

標高
（m）

斜度
メッシュ

番号

暖かさの
指数
ＷＩ

寒さの
指数
ＣＩ

緯度 経度

表 2  野積川流域で調査した森林群落の概況 

α値
Simpson
（D）

Shannnon
関数

（H’)

祖父岳北西斜面(八尾町大玉生） ブナ 17 1450 8.1 0.9 2.4 35.2 1.61 10.5

祖父岳頂上付近（八尾町桂原） スギ 14 1880 6.7 0.8 2.1 109.5 2.20 13.5

取水口右岸（八尾町猟師ヶ原） ケヤキ 9 750 4.4 0.8 1.8 53.6 1.37 9.0

野積川左岸（八尾町猟師ヶ原） オニグルミ 4 500 1.5 0.4 0.8 9.7 0.80 9.7

祖父岳桂原登山口付近（八尾町桂原） スギ 5 675 1.8 0.3 0.7 75.0 0.94 8.5

八尾町水口 コナラ 24 2000 11.6 0.9 2.9 69.4 2.51 10.5

平均
空隙率
（%）

調査地点
密度

（本/ha）

多様度指数
基底面積

合計

（m2/ha）

樹冠面積
合計

（ha/ha）
優占種

出現
種数

結果および考察 

１ 祖父岳北西斜面ブナ林の森林構造 

林分の立地を表 1に、構造の概要を表 2に示

した。林内の写真を写真 Aに、林床から樹冠方

向を魚眼レンズで撮影した写真を写真 Bに示し

た。出現した種ごとの密度、基底面積合計、樹冠

面積合計、樹冠面積合計等は表 3、林床の植物は

表 4 に示した。 

出現種数（H≧2m）は 17 種で、種多様度指数

（フィッシャーのα値）は 8.1 であった。 

立木密度は 1450 本/ha であった。最も密度が

高い樹種はキブシ（350 本/ha）で、次にマンサ 

ク（250 本/ha）であった。 

基底面積合計は 35.2 ㎡/ha で、最も大きい基

底面積を示した樹種はブナ（14.2 ㎡/ha）で、

基底面積合計に占める割合は 40.2%であった。

次いでアカイタヤ（5.8 ㎡/ha；全体に占める割

合＝16.6%）、キハダ（4.5 ㎡/ha；12.7%）であ

った。このことから、祖父岳北西斜面の林分の

優占種はブナであると判断した。 

樹冠面積合計は 1.61 ha/ha で、最も大きい樹

冠面積を示した樹種はブナで（0.71 ha/ha；全

体に占める割合＝44.1%）、次いでアカイタヤ

（0.30 ha/ha；18.6%）、キハダ（0.20 ha/ha；

12.2%）であった。12 か所で測定した空隙率は

7.9～13.9 で、平均値は 10.5%であった。 

調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

樹木の分布様式をＩδ法により解析した結果、

マンサクは集中分布を示した。 

樹高階級別樹冠面積の分布を図 3に、林分の

断面模式図を図 4 に示した。樹冠の高さは 21m

であり、亜高木層は発達していなかった。樹冠

の構成種はブナ、アカイタヤ、キハダであった。

高木層が占める樹冠面積合計は1.21 ha/haであ

った。1 ha/ha を上回り、樹冠構成種により林

冠が閉鎖されていると考えられた。低木層は、

キブシ、ヤマモミジ、マンサクなどで、樹冠面

積合計は 0.40ha/ha であった。 

林床植物を表 4 に示した。植被率は 30%で、

モミジハグマ、テンニンソウ、ヤマアジサイの

被度が大きかった。林冠を構成するブナの実生

が見られたため、ブナによる更新が可能な林分

と推測された。 

 

２ 祖父岳頂上付近におけるスギ林の森林構造 

林分の写真を写真 Cと Dに示した。 

出現種数は 14 種で、α値は 6.7 であった。 

立木密度は 1880 本/ha であった。最も密度が

高い樹種はスギ（680 本/ha）で、次にコハウチ

ワカエデ（240 本/ha）であった。 

基底面積合計は 109.5 ㎡/ha で、最も大きい

基底面積を示した樹種はスギ（89.8 ㎡/ha）で、

表 1  野積川流域で調査した森林群落の立地 

祖父岳北西斜面(八尾町大玉生） 2018.6.24 N36°29′5786″ E137°06′4782″ 5437-5099 79.6 -20.1 800 20×20 N 35

祖父岳頂上付近（八尾町桂原） 2018.6.24 N36°29′5563″ E137°06′5037″ 5437-5099 79.6 -20.1 820 5×50 S40W 12-20

右岸取水口（八尾町猟師ヶ原） 2018.7.1 N36°28′5218″ E137°08′1868″ 5437-5171 79.3 -20.3 460 20×20 S70W 25-32

野積川左岸（八尾町猟師ヶ原） 2018.7.1 N36°30′1873″ E137°07′5823″ 5437-6100 89.6 -14.2 320 20×20 N70E 2

祖父岳桂原登山口付近（八尾町桂原） 2018.7.1 N36°29′4279″ E137°07′0624″ 5437-5099 79.6 -20.1 620 20×20 N80E 15

八尾町水口 2018.9.30 N36°32′5554″ E137°07′4611″ 5437-6150 96.2 -10.5 190 20×20 S10E 10-30

調査日調査地点
斜面
方向

調査面積

（m2）

標高
（m）

斜度
メッシュ

番号

暖かさの
指数
ＷＩ

寒さの
指数
ＣＩ

緯度 経度

表 2  野積川流域で調査した森林群落の概況 

α値
Simpson
（D）

Shannnon
関数

（H’)

祖父岳北西斜面(八尾町大玉生） ブナ 17 1450 8.1 0.9 2.4 35.2 1.61 10.5

祖父岳頂上付近（八尾町桂原） スギ 14 1880 6.7 0.8 2.1 109.5 2.20 13.5

取水口右岸（八尾町猟師ヶ原） ケヤキ 9 750 4.4 0.8 1.8 53.6 1.37 9.0

野積川左岸（八尾町猟師ヶ原） オニグルミ 4 500 1.5 0.4 0.8 9.7 0.80 9.7

祖父岳桂原登山口付近（八尾町桂原） スギ 5 675 1.8 0.3 0.7 75.0 0.94 8.5

八尾町水口 コナラ 24 2000 11.6 0.9 2.9 69.4 2.51 10.5

平均
空隙率
（%）

調査地点
密度

（本/ha）

多様度指数
基底面積

合計

（m2/ha）

樹冠面積
合計

（ha/ha）
優占種

出現
種数

結果および考察 

１ 祖父岳北西斜面ブナ林の森林構造 

林分の立地を表 1に、構造の概要を表 2に示

した。林内の写真を写真 Aに、林床から樹冠方

向を魚眼レンズで撮影した写真を写真 Bに示し

た。出現した種ごとの密度、基底面積合計、樹冠

面積合計、樹冠面積合計等は表 3、林床の植物は
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合＝16.6%）、キハダ（4.5 ㎡/ha；12.7%）であ

った。このことから、祖父岳北西斜面の林分の

優占種はブナであると判断した。 

樹冠面積合計は 1.61 ha/ha で、最も大きい樹

冠面積を示した樹種はブナで（0.71 ha/ha；全

体に占める割合＝44.1%）、次いでアカイタヤ

（0.30 ha/ha；18.6%）、キハダ（0.20 ha/ha；

12.2%）であった。12 か所で測定した空隙率は

7.9～13.9 で、平均値は 10.5%であった。 

調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

樹木の分布様式をＩδ法により解析した結果、

マンサクは集中分布を示した。 

樹高階級別樹冠面積の分布を図 3に、林分の

断面模式図を図 4 に示した。樹冠の高さは 21m

であり、亜高木層は発達していなかった。樹冠

の構成種はブナ、アカイタヤ、キハダであった。

高木層が占める樹冠面積合計は1.21 ha/haであ

った。1 ha/ha を上回り、樹冠構成種により林

冠が閉鎖されていると考えられた。低木層は、

キブシ、ヤマモミジ、マンサクなどで、樹冠面

積合計は 0.40ha/ha であった。 

林床植物を表 4 に示した。植被率は 30%で、

モミジハグマ、テンニンソウ、ヤマアジサイの

被度が大きかった。林冠を構成するブナの実生

が見られたため、ブナによる更新が可能な林分

と推測された。 

 

２ 祖父岳頂上付近におけるスギ林の森林構造 

林分の写真を写真 Cと Dに示した。 

出現種数は 14 種で、α値は 6.7 であった。 

立木密度は 1880 本/ha であった。最も密度が

高い樹種はスギ（680 本/ha）で、次にコハウチ

ワカエデ（240 本/ha）であった。 

基底面積合計は 109.5 ㎡/ha で、最も大きい

基底面積を示した樹種はスギ（89.8 ㎡/ha）で、
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樹冠面積を示した樹種はスギで（1.21 ha/ha；

56.1%）、次いでブナ（0.35 ha/ha；16.5%）、アズ

キナシ（0.17 ha/ha；7.9%）であった。16か所で

測定した空隙率は9.3～18.0で、平均値は13.5%で

あった。

　樹高階級別樹冠面積を図 3 に、林分の断面模式

図を図 4 に示した。最も高い樹木はスギで15mあ

るが、その層では樹冠は発達していなかった。一

方、樹高 7 ｍ、   9 ｍ、11ｍ階級に厚い樹冠が発達

しており、1.63 ha/haであった。亜高木層の樹

冠構成種により林冠が閉鎖されていると考えられ

た。樹冠の構成種は、スギ、ブナ、アズキナシ、

コハウチワカエデ、アカシデ、ナツツバキであっ

た。樹高 3 ｍ、   5 ｍ階級では、マンサク、ネジキ、

ヤマモミジ、リョウブ、ハウチワカエデなどで、

樹冠面積合計は0.13 ha/haであった。

　林床植物を表 4 に示した。植被率は30%で、ユ

キツバキとイワガラミの被度が大きかった。林冠

を構成するスギとブナの実生が見られた。

３　取水口付近ケヤキ林の森林構造

　林分の写真を写真ＥとＦに示した。

　出現種数は 9 種で、α値は4.4であった。

　立木密度は750本/haであった。最も密度が高

い樹種はヤマモミジ（275本/ha）で、次にケヤ

キ（200本/ha）であった。

　基底面積合計は53.6㎡/haで、最も大きい基底

面積を示した樹種はケヤキ（31.4㎡/ha）で、基

底面積合計に占める割合は58.6 %であった。次い

でスギ（16.5㎡/ha；30.7 %）、ヤマモミジ（2.2

㎡/ha；4.0 %）、クマシデ（1.9㎡/ha；3.5 %）であっ

た。このことから、猟師ヶ原取水口付近の右岸に

見られる林分の優占種はケヤキであると判断した。

　樹冠面積合計は1.37 ha/haで、最も大きい樹

冠面積を示した樹種はケヤキで（0.88 ha/ha；

64.3 %）、次いでスギ（0.14 ha/ha；10.3%）、ヤ

マモミジ（0.11 ha/ha；8.2%）、クマシデ（0.10 

ha/ha；7.6%）であった。10か所で測定した空隙

率は5.1～11.8で、平均値は9.0%であった。

　調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

ケヤキの分布様式をＩδ法により解析したところ、

ランダム分布を示した（図 5 ）。

　樹高階級別樹冠面積を図 3 に、林分の断面模式

図を図 4 に示した。最も高い樹木はケヤキとスギ

でともに18ｍであり、17ｍ階級で樹冠が発達して

いた。高木層が占める樹冠面積合計は0.86 ha/ha

であった。亜高木層におけるクマシデ、コハウチ

ワカエデ、ハウチワカエデ、ヤマモミジが見られ

た。林冠が1 ha/haを下回ったことから、樹冠構

成種により林冠は閉鎖されておらず、亜高木層に

も光補償点の高い植物の生育を可能とするだけの

光が差し込んでいると考えられた。低木層にはタ

表 3　野積川流域で調査した森林群落の樹種ごとの概況
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ニウツギとキブシが見られた。

　林床植物を表 4 に示した。植被率は40%で、ミ

ヤマカンスゲ、チシマザサ、ミゾシダの被度が大

きかった。ケヤキの実生は見られたが、スギの実

生は見られなかった。

４　野積川左岸オニグルミ林の森林構造

　林分の写真を写真ＧとＨに示した。

　出現種数は 4 種で、α値は1.5であった。

　立木密度は500本/haで、最も密度が高い樹種

はオニグルミ（375本/ha）であった。

図 2　野積川流域で調査した林分における樹木の水平分布
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育を可能とするだけの光が差し込んでいると考
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ギの実生は見られなかった。 
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図 3　野積川流域で調査した林分における樹木の水平分布

ブナ林 頂上付近スギ林

ケヤキ林 オニグルミ林

登山口スギ林 コナラ林

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

樹冠面積合計（ha/ha）

樹
高
階
級
（
ｍ
） ブナ

アカイタヤ

キハダ

キブシ

ヤマモミジ

マンサク

その他

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7

3

5

7

9

11

13

15

樹冠面積合計（ha/ha）

樹
高
階
級
（
ｍ
）

スギ ブナ

アズキナシ コハウチワカエデ

アカシデ ナツツバキ

ゴヨウマツ その他

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

3

5

7

9

11

13

15

17

19

樹冠面積合計（ha/ha）

階
級
樹
高
（
ｍ
）

ケヤキ

スギ

ヤマモミジ

クマシデ

その他

0 0.1 0.2 0.3

3

5

7

9

11

13

15

樹冠面積合計（ha/ha）

階
級
樹
高
（
ｍ
）

オニグルミ

ヤマグワ

ミズキ

フジ

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9

3

5

7

9

11

13

樹冠面積合計（ha/ha）

階
級
樹

高
（
ｍ
）

スギ

その他

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

23

樹冠面積合計（ha/ha）

樹
高
階
級
（
ｍ
）

コナラ

アカシデ

ウラジロノキ

カスミザクラ

アズキナシ

その他

図 3  野積川流域で調査した林分における樹木の水平分布 
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図 3  野積川流域で調査した林分における樹木の水平分布 
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種はオニグルミ（375 本/ha）であった。 

基底面積合計は9.7㎡/haで、オニグルミ（8.6

㎡/ha；89.1 %）が最も高い値を示した。このこ

とから優占種をオニグルミと判断した。 

樹冠面積合計は 0.80 ha/ha と小さく、林床の

植被率も 90%と高い値であるため、林床に強光

が差し込む林分であると考えられる。 

調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

オニグルミの分布様式をＩδ法により解析した

ところ、弱い集中分布を示した（図 5）。 

樹高階級別樹冠面積の分布を図 3に、林分の

断面模式図を図 4に示した。オニグルミは低木

層から高木層まで連続的に出現している。林床

にも実生が見られることから、オニグルミによ

って更新される林分であると推測された。これ

は、河川の氾濫が影響していると考えられる。 

林床には、キツリフネ、ミゾソバ、イノコヅ

チ、サワアザミアケビ、マタタビの被度が大き

かった。 

５ 桂原登山口付近におけるスギ林の森林構造 

林分の写真を写真 Iと Jに示した。 

出現種数は 5種で、α値は 1.8 であった。 

立木密度は 675 本/ha であった。最も密度が

高い樹種はスギ（550 本/ha）で、次にオオバク

ロモジ（50 本/ha）であった。 

基底面積合計は 75.0 ㎡/ha で、ほとんどスギ

（74.96 ㎡/ha）によって占められていたため、

優占種をスギであると判断した。 

調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

スギの分布様式をＩδ法により解析したところ、

一様分布を示した（図 5）。 

樹冠面積合計は 0.94 ha/ha で、樹高 13m 階級

に樹冠が形成されていた。林床は暗く、スギの

落葉と落枝が見られた。林床には、オオバクロ

モジ、タラノキ、ウワミズザクラ、ハクウンボ

クがわずかに見られるのみであった。 

林床植物を表 4 に示した。植被率は 50%で、

モミジハグマ、テンニンソウ、ヤマアジサイの

被度が大きかった。 
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図 4  森林群落の断面模式図 
 
５ 八尾町水口コナラ林の森林構造 

林分の写真を写真 Kと Lに示した。 

出現種数は 24 種で、α値は 11.6 であった。今

回調査した 6 つの林分の中で最もα値が高い。 

立木密度は 2000 本/ha であった。最も密度が

高い樹種はコナラ（400 本/ha）で、次にガマズ

ミ（225 本/ha）であった。林内には枯死したコ

ナラとアカマツが見られた。 

基底面積合計は 69.4 ㎡/ha で、最も大きい基

底面積を示した樹種はコナラ（57.5 ㎡/ha）で、

基底面積合計に占める割合は 68.1 %であった。

次いでアカマツ（5.27 ㎡/ha；6.2 %）であった。

このことから、優占種をコナラと判断した。 

樹冠面積合計は 2.51 ha/ha で、最も大きい樹

冠面積を示した樹種はコナラ（1.23 ha/ha；

48.9 %）、次いでアカシデ（0.18 ha/ha；7.0%）

であった。18 か所で測定した空隙率は 9.1～

12.5 で、平均値は 10.5%であった。 

　基底面積合計は9.7㎡/haで、オニグルミ（8.6

㎡/ha；89.1 %）が最も高い値を示した。このこ

とから優占種はオニグルミと判断した。

　樹冠面積合計は0.80 ha/haと小さく、林床に

強光が差し込むため、林床の植被率が90%と高い

値になったと考えられる。

　調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

オニグルミの分布様式をIδ法により解析したと

ころ、弱い集中分布を示した（図 5 ）。
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される林分であると推測された。これは、河川の

氾濫が影響していると考えられる。

　林床には、キツリフネ、ミゾソバ、イノコヅチ、

サワアザミ、アケビ、マタタビが多く見られた。
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林分の写真を写真ＩとＪに示した。

　出現種数は 5 種で、α値は1.8であった。

　立木密度は675本/haであった。最も密度が高

い樹種はスギ（550本/ha）で、次にオオバクロ

モジ（50本/ha）であった。

　基底面積合計は75.0㎡/haで、ほとんどスギ

（74.96㎡/ha）によって占められていたため、優

占種はスギであると判断した。

　調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

スギの分布様式をIδ法により解析したところ、

一様分布を示した（図 5 ）。

　樹冠面積合計は0.94 ha/haで、樹高13ｍ階級

に樹冠が形成されていた。林床は暗く、スギの落

葉と落枝が見られた。林床には、オオバクロモジ、

タラノキ、ウワミズザクラ、ハクウンボクがわず

かに見られるのみであった。

　林床植物を表 4 に示した。植被率は50%で、モ

ミジハグマ、テンニンソウ、ヤマアジサイの被度

が大きかった。
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　立木密度は2000本/haであった。最も密度が高

い樹種はコナラ（400本/ha）で、次にガマズミ（225

本/ha）であった。林内には枯死したコナラとア

カマツが見られた。

　基底面積合計は69.4㎡/haで、最も大きい基底

面積を示した樹種はコナラ（57.5㎡/ha）で、基
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底面積合計に占める割合は68.1 %であった。次い

でアカマツ（5.27㎡/ha；6.2 %）であった。この

ことから、優占種はコナラと判断した。

　樹冠面積合計は2.51 ha/haで、最も大きい樹

冠面積を示した樹種はコナラ（1.23 ha/ha；48.9 

%）、次いでアカシデ（0.18 ha/ha；7.0%）であっ

た。18か所で測定した空隙率は9.1～12.5で、平

均値は10.5%であった。

　調査区内の樹木の水平分布図を図 2 に示した。

コナラの分布様式をIδ法により解析したところ

（図 5 ）、コナラはランダム分布を示した。

　樹高階級別樹冠面積の分布を図 3 に、林分の断

面模式図を図 4 に示した。最も高い樹木は23ｍの

コナラであった。17ｍ階級から23ｍ階級にコナラ、

アズキナシ、アカマツによる樹冠が発達しおり、

その樹冠面積合計は0.82 ha/haであった。亜高

木層にはコナラ、アカシデ、ウラジロノキ、カス

ミザクラ、アズキナシなどが見られ、樹冠が発達

していた。亜高木層と高木層の樹冠面積合計が 

1 ha/haを上回ったことから、樹冠構成種により

林冠は閉鎖されており、林床に光が届きにくい林

分と考えられた。

　林床植物を表 4 に示した。植被率は40%で、ア

クシバ、ハナヒリノキ、ヤマウルシ、チゴユリ、

ヤマツツジの被度が大きかった。樹冠を構成する

コナラの実生が見られた。
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写真　Ａ・Ｂ：祖父岳北西斜面ブナ林，Ｃ・Ｄ：祖父岳頂上付近スギ林，Ｅ・Ｆ：取水口付近ケヤキ林

　　　Ｇ・Ｈ：野積川左岸オニグルミ林，Ｉ・Ｊ：桂原登山口スギ林，Ｋ・Ｌ：八尾町水口コナラ林

　　 （写真Ｂ・Ｄ・Ｆ・Ｈ・Ｊ・Ｌは魚眼レンズによる林冠方向の写真）

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｇ

Ｉ

Ｋ

Ｂ

Ｄ

Ｆ

Ｈ

Ｊ

Ｌ


